
 

 

 

 

 プラスでは人と人が話をする場所で新しい「知」が生まれると考えていて、そこにユニバーサルデザ

インを盛り込んでいけると考えている。プラスの考えるオフィスは、25年前から「個」と「集団」とい

うテーマを取り上げている。オフィスには多くの個人がいて、その個人の集まりがグループ(集団)を形

成する。個と集団というものがオフィスの中でどのような活動をするのか、というものを考えると一つ

は「知をつなぐ」ということだと思う。これはお互いの「知(知恵)」を出し合って融合させることでコ

ミュニケーションが発生し新しい「知」が生まれる。この「知」を生み出すまでのコミュニケーション

の過程が非常に重要である。 

 ミーティングには、情報伝達型・討議型・発案型・意思決定型があるが、今回は討議型・発案型・意

思決定型について話したいと思う。情報伝達型を外したのは ICTの進化が目覚ましく、オフィスの中で

も ICTが活発化したことで情報を多くの人に伝達できるようになり、大きな会議室に人を集めるのは何

かの記念行事程度になってきたからである。 

 プラスの考えるコミュニケーションシーンにおけるユニバーサルデザインとは「参加しているすべて

の人が立場を超えて発言し、お互いを尊重し創造性を発揮出来る環境を創出する」と規定している。実

際にどのように取り組んでいるかというと、弊社の工場そばに音羽倶楽部という研修施設を設立し、「コ

ミュニケーションにおける人と空間の相関性」の検証をしている。 

 

発案型の会議室 

 トリオルームと言って、同じ空間を三つ繋げている。中央の部屋の円形のテーブルを解体し(図)のよ

うにしてプレゼンテーションができるかを検証している。また、三つの空間を渡り歩けるようにし、隣

の声が聞こえるようにして歩いてきた人がそこで行われているミーティング内容が分かり、参加できる

ようになっている。ここでは「誰でも主役になれるミーティング」をテーマにしている。 

 

 

  

実験をしてみると、標準的な会議室よりもトリオルームで会議を行う方が、人が発言をする回数が多か

コミュニケーションシーンにおけるユニバーサルデザイン 

 

鈴稚隆（プラス マーケティング本部インテリアデザインググループ部長）
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った。覚醒度にも違いが出た。結果として、トリオルームで会議を行う方が標準的な会議室よりも議論

活発化すると言えるのではないだろうか。これは隣のグループの議論が聞こえることで、相手の議論

進行状況が分かることが影

かった。コミュニケーションシーンにおいては鳥の音の方が効果的とい

が

響しているのではないかと思う。 の

 

討議型の会議室 

 ハウスインハウスという名前をつけている。建物の中に屋根を作り、シャッターを降ろすことで小さ

な部屋を作る。この空間に風や光、音、香りを送り込んで環境の負荷をコントロールするのが目的であ

る。様々な組み合わせを試してみたが、「ゆらぎ風＆香り」が最も評価が高かった。音についての実験

では波の音と鳥の音を流して、脳にどのような影響があるかを調べた。(β波が高いと覚醒度が高い、α

波が高いと脳が休んでいる状態)結果としては作業をする際には鳥の音が効果的で、脳を休めるには波の

音の方が効果的であることが分

うことである。 
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席配置 

 競争するには対峙して座っている方が効果的である。その結果よりも注目しているのは、斜めに座る

と会話量が増え、協力態勢が取れ、競争意識が減ることである。これはコミュニケーションシーンにお

ける一つの企業の文化の中で醸成されなければならないことだと思うので、斜めに座ることを効果的に

活用するべきだ。 
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意思決定型 

 三角形の狭い配置にしてディスカッション・プレゼンテーションをしてみると、視覚の印象度が高く、

理解しやすいという結果が得られた。また、記憶に残りやすいという結果も出た。三角形の配置は有効

なのだと思う。 

 

色 

 白い壁、天板の色を入れ替えながら討議をしてもらったところ、ベータ波が最も出たのは黒、赤の天

板であり、これらの色を環境の中に配することが有効であると思う。 

プラスは企業の接客としてオフィスがあると思っており、互いを尊重しながら意思を明確に表現する

ことが「知の文化づくり」に一役買うと思っている。そのようなデザインがこれからのオフィスに求め

られていると考えている。今後も「個」と「集団」をつなぐコミュニケーションシーンにこだわりなが

らユニバーサルデザインを探究していきたいと思う。 
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質疑 

質問 トリオルームについてだが、これは三つの空間を連動させることを最初から想定して作ったのか。

それとも別個のミーティングができるように扉も設置されているのか。 

回答 最初から連動させるつもりで作っている。 

 するとある場所ではプレゼンテーション、他の場所でミーティング、というような使い方ではな

ープミーティングをするような

造

ていると思うが。 

回答 おそらくしていない。もしよければ見学にきていただきたい。 

 

質問 ICTを含めたユニバーサルデザインの取り組みをもう少し詳しく教えてほしい。  

回答 今回はインテリアデザインがテーマの一つであり、インテリアデザインがどこまでユニバーサル

デザインに近づけるかをお話しした。企業活動の中で戦略に基づいたワークプレイスにおける戦略があ

ると思うが、人と人がコミュニケーションを取る際に単純に机を並べただけの空間では難しい。そんな

中で、今回紹介した空間の事例が「知」を生み出すことに繋がるのではないかと思っている。この点を

ユニバーサルデザインとすることが出来ればいい。今後はこのような空間の実験に障害者にも参加して

もらい意見を聞いていかなければならないと思っている。 

 

 

 

質問

いということか。 

回答 基本的には二つか三つのグループが隣の影響を受けながらグル

りにしている。 

 

質問 吸音処理などはしているのか。周りの音があまりにも騒がしいと逆効果のような気がするのだが。

大学などのアカデミックスタンダードでは吸音処理をし
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